
＜Ｉ＞函
鋼
稗
〔
出

（上）グルメシンポジウム。左から三浦、田中、黄田、美木各氏（下・右上）グルメシティ神戸を世界に喧伝したいと語る鬼塚
氏（同。右下）グルメ談義に熱が入る田中氏（下・左）フッィシュダンスホールで開かれたＫＯＢＥワールドグルメツアー。

１
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神
戸
は
グ
ル
メ
だ

グ
ル
メ
は
神
戸
だ

■
刑
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
グ
ル
メ
フ
ェ
ス
タ
開
催

話題のひろば

烹
蕊
『
叫
蕊
調
‐

額
鶏
弓
毒
興
井

繁
今

国
際
都
市
神
戸
は
、
〃
国
際
食
″
都

市
で
も
あ
る
。
ｎ
月
い
っ
ぱ
い
神
戸
市

内
各
所
で
行
わ
れ
た
「
稲
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
グ

ル
メ
フ
ェ
ス
タ
」
（
主
催
／
神
戸
観
光

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
推
進
協
議
会
）
は
、
日

本
中
の
グ
ル
メ
達
に
、
グ
ル
メ
一
色
の

神
戸
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
〃
世
界

の
味
と
文
化
〃
を
テ
ー
マ
に
開
か
れ
た
。

加
月
羽
日
、
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
の
フ

ィ
ッ
シ
ュ
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た

内
見
会
で
は
、
主
催
者
を
代
表
し
て
鬼

塚
喜
八
郎
推
進
協
会
長
が
挨
拶
。
「
こ

の
催
し
を
契
機
に
、
〃
神
戸
は
グ
ル
メ

だ
、
グ
ル
メ
は
神
戸
だ
″
を
世
界
中
に

喧
伝
し
た
い
」
と
大
い
に
プ
チ
上
げ
た
。

翌
釦
日
に
は
、
神
戸
海
洋
博
物
館
ホ

ー
ル
で
、
作
家
の
田
中
康
夫
氏
を
ゲ
ス

ト
に
迎
え
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
神
戸
美

味
礼
讃
ｌ
グ
ル
メ
・
シ
テ
ィ
神
戸
を
語

る
」
が
行
わ
れ
た
。
田
中
氏
の
基
調
講

演
「
ぼ
く
の
見
た
神
戸
グ
ル
メ
」
の
あ

と
、
美
木
剛
レ
ス
ト
ラ
ン
・
ジ
ャ
ン
ム

ー
ラ
ン
・
オ
ー
ナ
ー
、
黄
田
漢
祥
別
館

牡
丹
園
常
務
、
さ
ら
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ

タ
ー
と
し
て
三
浦
明
定
北
野
商
業
連
合

会
長
・
レ
ス
ト
ラ
ン
ク
イ
ー
ン
ズ
コ
ー

ト
・
オ
ー
ナ
ー
が
参
加
し
て
の
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
グ
ル
メ
都
市
神
戸

の
可
能
性
を
巡
っ
て
活
発
な
意
見
が
交

換
さ
れ
た
。

来
秋
、
京
阪
神
で
行
わ
れ
る
「
ワ
ー
ル

ド
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ェ
ア
」
で
の
神
戸

の
催
し
の
柱
の
一
つ
が
〃
グ
ル
メ
〃
・
グ

ル
メ
都
市
の
気
運
が
高
ま
っ
て
い
る
。
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幽
木
下
真
珠
創
立
副
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ

一
象
快
な
〃
土
佐
の

秋
〃
に
酔
う

１
７１
１

話題のひろば

＜Ⅱ＞

株
式
会
社
木
下
真
珠
（
木
下
章
夫
社

長
）
は
今
年
創
立
卵
周
年
を
迎
え
た
が
、

加
月
羽
日
、
木
下
社
長
自
邸
に
て
祝
賀

会
が
開
か
れ
た
。
高
知
出
身
の
同
社
長

に
ふ
さ
わ
し
く
、
名
づ
け
て
〃
土
佐
の

秋
“
。
そ
の
名
の
ご
と
く
、
高
知
か
ら
馳

け
つ
け
た
ｎ
名
の
調
理
士
が
腕
に
よ
り

を
か
け
た
料
理
の
豪
華
さ
に
、
約
三
百

人
の
参
加
者
は
大
い
に
感
動
。

司
会
は
中
村
友
一
御
影
貿
易
商
事
社

長
。
木
下
社
長
は
「
今
日
は
、
土
佐
の

男
の
心
意
気
と
い
っ
た
も
の
を
感
謝
の

気
持
ち
と
と
も
に
皆
さ
ま
に
受
け
と
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
」
と
挨
拶
。

ま
た
来
賓
挨
拶
に
立
っ
た
田
崎
俊
作

田
崎
真
珠
社
長
は
、
「
木
下
社
長
を
中

心
に
家
族
、
社
員
の
方
々
で
今
日
の
木

下
真
珠
を
つ
く
り
あ
げ
た
こ
と
に
敬
意

を
表
し
ま
す
」
と
、
労
い
の
言
葉
を
。

そ
の
あ
と
、
木
下
社
長
と
卯
年
来
の

親
交
の
あ
る
造
形
作
家
・
山
口
牧
生
氏

が
制
作
し
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
除
幕
式

や
先
代
の
故
・
木
下
佐
吉
氏
夫
人
へ
の

花
束
贈
呈
、
乾
杯
と
つ
づ
い
た
。

ま
た
、
感
謝
の
意
を
込
め
て
木
下
社

長
か
ら
日
本
真
珠
振
興
会
会
長
で
も
あ

る
田
崎
社
長
に
、
真
珠
振
興
活
動
の
一

助
に
と
、
金
一
封
が
贈
ら
れ
た
。

こ
の
日
、
会
場
に
は
国
内
は
も
と
よ

り
海
外
か
ら
も
来
賓
が
参
加
、
夜
遅
く

ま
で
祝
宴
が
つ
づ
い
た
。

ま
こ
と
に
〃
土
佐
の
快
男
子
″
木
下

社
長
の
心
意
気
が
肌
に
感
じ
ら
れ
る
一

日
で
あ
っ
た
。

感謝の意を込めて挨拶をする木下社長（写真上) 。この日の記念パーティには日頃の交友の広さを反映して経済界・文化界から
様々な顔ぶれが出席した。
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■
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ハ
ウ
ス
神
戸
店
新
装
オ
ー
ブ
ン( 上）広い店内には、様々 な健康食品がコーナーごとに揃っている（下・左）ビューティーコーナー（下・右）アトピー性食品

コーナー。ナチュラルハウス神戸店／中央区元町通２丁目７－７ＴＥＬ3 9 2 - 3 6 6 1

話題のひろば

＜Ⅲ＞

ナ
チ
ュ
ラ
ル
ハ
ウ
ス
神
戸
店
が
、
如

月
記
日
に
新
装
オ
ー
プ
ン
し
た
。

従
来
２
乗
味
し
い
へ
ル
ス
フ
ー
ド
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
常
に
消
費
者
の
立

場
に
な
り
、
健
康
に
つ
い
て
適
切
な
ア

ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
「
ヘ
ル
シ
ー
な
専

門
店
」
と
し
て
更
に
充
実
を
は
か
っ
て

い
る
。新

た
に
サ
ラ
ダ
や
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
、

ヘ
ル
シ
ー
な
惣
菜
が
日
変
り
で
並
ぶ
デ

リ
カ
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
好
評
を

呼
ん
で
い
る
。

そ
れ
に
今
話
題
に
な
っ
て
い
る
ア
レ

ル
ギ
ー
食
品
コ
ー
ナ
ー
で
は
ア
ト
ピ
ー

や
花
粉
症
の
人
の
た
め
に
、
食
鈷
検
査

を
通
過
し
た
食
品
が
並
ぶ
。
あ
く
ま
で

自
然
食
が
ベ
ー
ス
な
の
で
、
ア
レ
ル
ギ

ー
の
人
以
外
で
、
グ
ル
メ
を
自
認
す
る

人
に
と
っ
て
も
満
足
の
い
く
良
質
な
素

材
が
揃
っ
て
い
る
。

ま
た
、
漢
方
薬
に
関
し
て
は
捌
種
に

及
ぶ
あ
ら
ゆ
る
和
漢
薬
が
取
り
揃
え
て

あ
り
、
あ
く
ま
で
明
る
い
店
内
は
、
従

来
の
漢
方
の
イ
メ
ー
ジ
を
一
新
す
る
。

「
生
薬
で
揃
わ
な
い
も
の
は
な
い
」

と
言
う
薬
剤
師
が
あ
ら
ゆ
る
相
談
を
受

け
る
。ど

の
コ
ー
ナ
ー
を
と
っ
て
み
て
も
商

品
一
つ
一
つ
に
こ
だ
わ
り
が
あ
り
、
選

ぶ
人
の
真
剣
さ
が
う
か
が
え
専
門
店
を

か
な
り
意
識
さ
せ
る
内
容
。
単
に
自
然

食
に
関
心
の
あ
る
人
だ
け
で
な
く
、
目

的
に
応
じ
て
使
い
こ
な
し
の
で
き
る
だ

け
の
中
身
の
濃
い
店
だ
。

〃
ヘ
ル
シ
ー
な

酉

専
門
店
〃
を
め
ざ
す

１
７２
１
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F A S Ｈ' ○ＮＴＡＬＫ

おしゃれ感覚が一杯。ニット。シンプルで着やすく･ 、
スタイルも様々で､ 、いろいろな持ち味が楽しめるニッ
ト。ところが、肌にフィットするため、どうしても型
くずれしやすく、せっかくの持ち味をそこないがちで
す。編み地としてのフイーリング、色､ 柄、ボデイライ
ンの楽しさなどを保つためには定期的なお手入れを。

ミヨ
丁目2 - 1 6

0 7 8 - 8 5 1←244 0

■大阪支社/“再8 5 3 - 1 3 3 2■つかしん店/ 0 6 - 4 2 0 - 3 7 5 4■ローブ･ ﾆ ｼジﾏ / 0 7 8 - 3 3 2 - 2 4 4 0
■山手唐/ 0 7 8 - 2 2 1 - 2 4 4 0■宝塚店/ 0 7 9 7 - 7 2 - 0 8 1 0■ﾘ ﾌ ｫ ｰ ﾑ ･ ﾌ ﾙ ﾌ ﾙ ﾉ O 7 8 - 2 2 1 - 9 1 1 0

クリニック開設のごあんない
下記の通りニュー神戸フロントビル５階（新神戸オリ
エンタルホテル東隣リ）にて診療所を開設致しました。
最新の医療機器を設置して皆様の健康診断及び治療に
専念致しておりますので、御気軽にお立寄り下さい。

スノウチクリニソク
診療科目／内科・胃腸科・放射線科
診療時間／●平日ＡＭ９: 0 0～１２:Ｏ０ＰＭ１: 0 0～5 :００

●土曜日ＡＭ９: 0 0 ～1 2 : 0 ０

謎蕊驚Ｉ

新幹線
新神戸駅Ｌ■■■■趣■■■ ' | －回 _ ‐■－画言

北野剛

ＯＰＡ

Ｉ
バス停

Ｕ加納町 UlMIMW，
神戸市中央区生田町１丁目４－２２

ニュー神戸フロントビル５階

恋( ロワ日）Ｚ４２－ＳｌＢＢ
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１
７４
１

。
よ
り
よ
き
実
生
活
の
創
造

を
目
的
と
し
て
着
実
に
歩
み
を
進
め
、

学
理
を
重
ん
じ
、
実
生
活
と
も
た
く
ま

し
く
取
り
組
む
若
い
人
材
を
育
て
つ
づ

け
て
い
る
。

卒
業
生
は
、
積
極
的
な
就
職
指
導
の

結
果
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
界
は
も
と
よ

り
、
教
育
界
、
建
築
界
、
銀
行
、
行
政

と
幅
広
く
就
職
し
、
第
一
線
で
活
躍
し

て
い
る
こ
と
は
心
強
い
限
り
。

「
人
。
創
造
・
未
来
」
と
い
う
建
学

の
理
念
の
も
と
に
、
虹
世
紀
の
未
来
社

会
に
向
け
て
十
分
対
応
出
来
る
よ
う
教

育
を
充
実
さ
せ
、
人
と
心
の
結
び
つ
き

と
、
自
然
を
大
切
に
す
る
心
、
豊
か
な

国
土
と
社
会
を
創
り
あ
げ
て
い
く
人
材

の
育
成
を
目
指
し
て
新
た
な
飛
躍
と
発

展
を
期
し
て
い
る
。

そ
れ
は
、
２
分
の
１
世
紀
の
道
標
を

経
た
学
長
の
夢
で
も
あ
る
。

本
学
の
あ
る
明
石
は
、
東
経
節
度
子

午
線
の
明
石
天
文
台
の
あ
る
都
市
。
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
神
戸
の
文
化
圏
で
あ

り
明
石
架
橋
を
ひ
か
え
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
都
市
神
戸
の
文
化
圏
で
あ
り
万
葉
以

来
の
伝
統
と
環
境
の
中
で
の
び
や
か

な
、
人
を
慈
し
む
創
造
的
な
人
間
に
育

っ
て
欲
し
い
も
の
で
あ
る
。

神
戸
ド
レ
ス
メ
ー
カ
ー
学
院
が
布
引

の
地
に
誕
生
し
た
の
は
１
９
３
７
年
、

昭
和
岨
年
。
ち
ょ
う
ど
日
華
事
変
の
始

ま
っ
た
年
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ハ
イ
カ

ラ
と
い
わ
れ
た
神
戸
の
街
に
、
初
め
て

出
来
た
洋
裁
学
校
だ
っ
た
。

早
い
も
の
で
創
立
以
来
駆
年
の
歳
月

が
経
ち
、
そ
の
間
、
戦
後
の
混
乱
の
時

期
を
乗
り
越
え
、
加
納
町
に
洋
裁
学
校

と
し
て
の
地
盤
を
築
き
、
福
富
学
園
創

立
訓
周
年
を
機
に
「
明
石
短
期
大
学
」

が
設
立
さ
れ
た
。

日
本
に
は
、
自
分
の
着
る
物
は
自
分

で
縫
う
と
い
う
成
人
教
育
が
根
付
い
て

お
り
、
洋
裁
学
校
も
女
性
の
教
養
と
し

て
青
く
ま
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
戦
後

の
職
業
を
持
つ
女
性
の
進
出
と
、
既
制

服
産
業
の
発
展
が
、
プ
ロ
と
し
て
の
技

術
教
育
へ
の
転
換
を
う
な
が
す
。
昭
和

加
年
か
ら
２
年
近
く
、
米
国
を
は
じ
め

欧
州
諸
国
を
回
っ
て
来
た
体
験
の
中

で
、
米
国
の
多
く
の
カ
レ
ッ
ジ
の
職
業

教
育
を
目
的
と
し
た
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ユ

ニ
ー
ク
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
研
究
し
、

当
時
の
日
本
に
な
い
新
し
い
や
り
方
で

の
職
業
教
育
、
生
涯
教
育
シ
ス
テ
ム
を

本
学
園
で
実
践
し
て
き
た
。

幸
い
に
も
、
開
学
当
初
よ
り
、
私
の

意
図
を
十
分
に
理
解
し
て
く
れ
る
多
く

の
人
材
を
も
と
に
、
浬
年
を
経
た
今
、

専
門
技
術
の
修
得
を
目
指
し
た
特
色
あ

る
短
期
大
学
と
し
て
服
飾
学
科
、
デ
ザ

イ
ン
美
術
科
、
教
養
学
科
の
３
学
科
を

か
か
え
る
に
至
っ
た
。

。
幅
広
く
応
用
し
う
る
専
門
技
術

・
豊
か
な
人
格
を
そ
な
え
た
人
材
育
成

●
神
戸
と
大
学
〈
地
域
社
会
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〉

Ａ
明
石
短
期
大
学

明石短期大学
〒6 7 3 明石市明南町２丁目１番5 0 号
言(078)927.0771(代）

福冨芳美学長
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幅
広
い
視
野
を
持
ち
つ
つ
専
門
分
野

を
追
求
す
る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
育

成
。
極
だ
っ
た
持
性
を
特
っ
５
つ
の
コ

ー
ス
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

☆
図
書
館
司
書
コ
ー
ス
情
報
化
社
会

で
活
躍
す
る
〃
図
書
館
司
書
″
を
養
成

☆
社
会
教
育
主
事
コ
ー
ス
生
涯
教
育

の
叫
ば
れ
る
中
で
社
会
教
育
の
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
育
成
を
目
ざ
す
。

★
秘
書
コ
ー
ス
秘
書
に
必
要
な
専
門

知
識
を
身
に
つ
け
る
。
就
職
時
に
有

利
な
〃
秘
書
士
″
の
称
号
も
得
ら
れ

る
。☆

国
際
コ
ー
ス
世
界
の
共
通
語
、
英

語
を
学
問
的
・
実
務
的
両
面
で
学
び
な

が
ら
国
際
感
覚
を
身
に
つ
け
る
。

☆
生
活
教
養
コ
ー
ス
人
文
・
社
会
・

自
然
各
分
野
か
ら
の
選
択
に
よ
り
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
人
格
形
成
を
目
ざ

す
。

癒
鍵
判
潅
究
蓄
一

☆
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

多
様
化
・
個
性
化
が
進
む
現
代
社
会

の
中
で
、
感
動
的
な
衣
生
活
を
提
案
し

て
い
く
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
ス
タ
イ
リ
ス
ト

パ
タ
ン
ナ
ー
。
専
門
的
知
識
と
高
度
な

技
術
、
洗
練
さ
れ
た
感
覚
を
養
い
、
思

い
ど
お
り
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
創
造
。

表
現
す
る
力
を
身
に
つ
け
、
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
産
業
界
が
求
め
て
い
る
〃
プ
ロ
フ

ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
〃
を
育
成
す
る
。

☆
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
コ
ー
ス
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
を
担
う
マ
ー
チ
ヤ

ン
ダ
イ
ザ
ー
、
企
画
か
ら
販
売
ま
で
の

静かなたたずまいの明石短期大学

★
美
術
コ
ー
ス
デ
ッ
サ
ン
・
油
彩
・

水
彩
・
彫
塑
。
版
画
な
ど
純
粋
美
術
の

制
作
を
通
し
て
高
い
芸
術
感
覚
、
独
自

の
造
形
・
表
現
力
を
養
い
、
自
己
の
可

能
性
を
探
索
す
る
。

★
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
、
環
境
情
報
な
ど
視

覚
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
デ
ザ
イ
ン

表
現
方
法
を
探
究
す
る
。

☆
イ
ン
テ
リ
ア
。
建
築
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
八
内
部
空
間
Ｖ
と
し
て
の
リ
ビ
ン

グ
デ
ザ
イ
ン
や
シ
ョ
ッ
プ
デ
ザ
イ
ン
か

ら
、
八
外
部
空
間
Ｖ
と
し
て
の
都
市
。

住
環
境
デ
ザ
イ
ン
ま
で
を
、
総
合
的
な

視
点
で
設
計
で
き
る
力
を
養
成
。

☆
テ
キ
ス
タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

糸
を
紡
ぐ
。
染
め
る
・
織
る
と
い
う

素
材
づ
く
り
か
ら
デ
ザ
イ
ン
、
応
用
制

作
を
通
し
て
ハ
ン
ド
ク
ラ
フ
ト
の
楽
し

み
を
修
得
。

☆
生
活
芸
術
コ
ー
ス
七
宝
を
は
じ
め

彫
金
。
陶
芸
・
染
織
な
ど
、
暮
ら
し
に

役
立
つ
工
芸
制
作
の
各
種
を
選
択
し
て

習
得
で
き
る
ユ
ニ
ー
ク
な
コ
ー
ス
。

一
一
烈
狐
夢
撫
湾
一

商
品
化
計
画
に
携
わ
る
為
の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
を
養
成
、
高
度
な
知
識
と
技
術

を
修
得
す
る
。

☆
生
活
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
家
庭
生
活

や
社
会
生
活
の
中
で
、
豊
か
な
情
操
と

知
性
を
発
揮
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
中
心

に
染
織
や
工
芸
な
ど
の
多
彩
な
科
目
の

中
で
幅
広
い
デ
ザ
イ
ン
感
覚
を
身
に
つ

け
る
。

１
７５
１

幅
広
い
視
野
と
鋭
い
先
見
性
を
磨
く
一

教
養
学
科

創造的な人間を育成する
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ご
存
知
で
す

か
？
自
己
表
現
が
豊
か
で
其
の
自
信
に
溢
れ
た
〃
大

人
の
女
性
″
を
目
指
す
、
こ
の
ス
ク
ー
ル
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
で
は
、
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
や
ス
タ
イ
ル
等
の
外

面
の
美
し
さ
の
創
造
か
ら
ポ
イ
ス
コ
ミ
ュ
ー
ー
ヶ
ー
シ

ョ
ン
や
マ
ナ
ー
と
い
っ
た
内
面
の
美
し
さ
に
至
る
ま

で
総
合
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
が
特
徴
。
現

在
、
世
界
に
配
校
あ
る
内
、
大
阪
・
神
戸
の
両
校
に

は
藤
本
統
紀
子
さ
ん
が
校
長
と
し
て
自
ら
指
導
に
あ

た
っ
て
い
る
そ
う
で
、
明
日
の
ト
ッ
プ
レ
デ
ィ
を
夢

見
て
多
く
の
女
性
が
詰
め
か
け
て
い
る
。

■
お
問
合
せ
は
大
丸
神
戸
店
レ
デ
ィ
ス
ギ
ャ
ラ
リ
ー

文
化
教
室
筒
３
３
１
１
８
１
２
１
（
代
）

ご
存
知
で
す

か
？
自
己
表
現
が
豊
か
で
其
の
自
信
に
溢
れ
た
〃
大

人
の
女
性
″
を
目
指
す
、
こ
の
ス
ク
ー
ル
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
で
は
、
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
や
ス
タ
イ
ル
等
の
外

面
の
美
し
さ
の
創
造
か
ら
ポ
イ
ス
コ
ミ
ュ
ー
ー
ヶ
ー
シ

ョ
ン
や
マ
ナ
ー
と
い
っ
た
内
面
の
美
し
さ
に
至
る
ま

で
総
合
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
が
特
徴
。
現

在
、
世
界
に
配
校
あ
る
内
、
大
阪
・
神
戸
の
両
校
に

は
藤
本
統
紀
子
さ
ん
が
校
長
と
し
て
自
ら
指
導
に
あ

た
っ
て
い
る
そ
う
で
、
明
日
の
ト
ッ
プ
レ
デ
ィ
を
夢

見
て
多
く
の
女
性
が
詰
め
か
け
て
い
る
。

■
お
問
合
せ
は
大
丸
神
戸
店
レ
デ
ィ
ス
ギ
ャ
ラ
リ
ー

文
化
教
室
筒
３
３
１
１
８
１
２
１
（
代
）

真
赤
な
リ
ボ
ン
に
飾
ら
れ
た
木
製
の
大
き
な
扉
を

閉
け
る
と
、
そ
こ
は
哩
月
狸
日
、
イ
ヴ
の
夜
。
カ
ー

ド
類
は
５
百
種
類
も
揃
い
、
ひ
い
ら
ぎ
の
模
様
の
入

っ
た
ネ
ク
タ
イ
や
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
く
つ
下
・
マ

フ
ラ
ー
と
い
っ
た
句
○
罰
輿
ョ
儲
グ
ッ
ズ
も
い

ろ
い
ろ
手
に
入
り
ま
す
。
今
年
は
特
に
リ
ー
ス
の
品

揃
え
が
豊
富
で
２
千
円
ぐ
ら
い
か
ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

リ
ー
ス
が
出
来
ま
す
。
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
星
・

リ
ボ
ン
・
ベ
ル
・
ス
ノ
ー
…
の
首
と
様
々
ｏ
ひ
と
味

違
っ
た
イ
ヴ
を
…
。

回
中
央
区
明
石
町
大
興
ビ
ル
－
Ｆ
Ⅷ
．
．
、
ｌ
酌
．
．

㈹
水
曜
定
休
宵
却
１
２
３
７
２

☆
神
戸
エ
レ
ガ
ン
ス
も
い
い
け
ど
、

最
新
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
モ
ー
ド
に
も
ご
注
目
／

イ
タ
リ
ア
の
〃
オ
ッ
キ
オ
リ
ノ
・
ド
ー
ロ
、
小
さ

な
金
の
目
賞
〃
を
受
賞
し
、
注
目
を
集
め
て
い
る
ジ

ャ
ン
ル
カ
・
ガ
ブ
リ
エ
リ
、
そ
し
て
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド

な
カ
ラ
ー
と
大
胆
な
カ
ッ
ト
が
コ
ケ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な

魅
力
を
映
し
出
す
パ
リ
の
最
新
モ
ー
ド
、
パ
ト
リ
ッ

ク
ケ
リ
Ｉ
、
あ
ま
り
聞
か
な
い
名
ま
え
だ
が
双
方
と

も
今
、
人
気
が
急
上
昇
し
て
い
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
だ
。

特
に
パ
ト
リ
ッ
ク
・
ケ
リ
ー
は
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
全

て
黒
人
モ
デ
ル
を
起
用
し
た
こ
と
で
も
話
題
に
上

り
、
モ
ー
ド
界
に
お
い
て
レ
ト
ロ
な
流
れ
の
一
方
で

逆
に
斬
新
な
イ
メ
ー
ジ
を
う
ち
出
し
て
い
る
。

こ
の
２
つ
の
ブ
ラ
ン
ド
を
神
戸
で
は
、
束
門
筋
の

Ｌ
Ｉ
Ｑ
Ｕ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
が
逸
早
く
取
り
入
れ
て
い
る
。

ド
ロ
テ
ビ
ス
の
オ
ン
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ
を
持
つ
な
ど
神

戸
で
の
イ
ン
ポ
ー
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
展
開
が
楽
し

み
な
Ｌ
Ｉ
Ｑ
Ｕ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
で
最
新
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ

☆
神
戸
エ
レ
ガ
ン
ス
も
い
い
け
ど
、

最
新
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
モ
ー
ド
に
も
ご
注
目
／

イ
タ
リ
ア
の
〃
オ
ッ
キ
オ
リ
ノ
・
ド
ー
ロ
、
小
さ

な
金
の
目
賞
〃
を
受
賞
し
、
注
目
を
集
め
て
い
る
ジ

ャ
ン
ル
カ
・
ガ
ブ
リ
エ
リ
、
そ
し
て
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド

な
カ
ラ
ー
と
大
胆
な
カ
ッ
ト
が
コ
ケ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な

魅
力
を
映
し
出
す
パ
リ
の
最
新
モ
ー
ド
、
パ
ト
リ
ッ

ク
ケ
リ
Ｉ
、
あ
ま
り
聞
か
な
い
名
ま
え
だ
が
双
方
と

も
今
、
人
気
が
急
上
昇
し
て
い
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
だ
。

特
に
パ
ト
リ
ッ
ク
・
ケ
リ
ー
は
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
全

て
黒
人
モ
デ
ル
を
起
用
し
た
こ
と
で
も
話
題
に
上

り
、
モ
ー
ド
界
に
お
い
て
レ
ト
ロ
な
流
れ
の
一
方
で

逆
に
斬
新
な
イ
メ
ー
ジ
を
う
ち
出
し
て
い
る
。

こ
の
２
つ
の
ブ
ラ
ン
ド
を
神
戸
で
は
、
束
門
筋
の

Ｌ
Ｉ
Ｑ
Ｕ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
が
逸
早
く
取
り
入
れ
て
い
る
。

ド
ロ
テ
ビ
ス
の
オ
ン
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ
を
持
つ
な
ど
神

戸
で
の
イ
ン
ポ
ー
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
展
開
が
楽
し

み
な
Ｌ
Ｉ
Ｑ
Ｕ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
で
最
新
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ

気軽にショッピングを楽しんで
もらいたいと語る井上店長。

■
Ｌ
Ｉ
Ｑ
Ｕ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
中
央
区
中
山
手
通
１
１
５

１
６
束
門
筋
麓
３
９
２
‐
１
６
５
７

■
Ｌ
Ｉ
Ｑ
Ｕ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
中
央
区
中
山
手
通
１
１
５

１
６
束
門
筋
麓
３
９
２
‐
１
６
５
７

★
冒
固
丙
丙
昌
・
〆
白
駕
弓
○
局
国
○
ご

ク
リ
マ
ス
・
グ
ッ
ズ
の
専
門
店
〃
ク
リ
ス
マ
ス
・

カ
ン
パ
ニ
ー
″
が
今
年
も
ワ
ン
タ
イ
ム
オ
ー
プ
ン

（
詣
日
迄
）
。
居
留
地
界
隈
を
寓
目
の
カ
ラ
ー
に
染

め
て
い
る
。

★
冒
固
丙
丙
昌
・
〆
白
駕
弓
○
局
国
○
ご

ク
リ
マ
ス
・
グ
ッ
ズ
の
専
門
店
〃
ク
リ
ス
マ
ス
・

カ
ン
パ
ニ
ー
″
が
今
年
も
ワ
ン
タ
イ
ム
オ
ー
プ
ン

（
詣
日
迄
）
。
居
留
地
界
隈
を
寓
目
の
カ
ラ
ー
に
染

め
て
い
る
。

気軽にショッピングを楽しんで
もらいたいと語る井上店長。
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1 t , s a 蜜ａｙｔｉｍｅ韻
． ＰＡＴＲＩＣＫＫｍｍＪＹ

のコレクションより
ＰＡＴＲＩＣＫＫｍｍＪＹ
のコレクションより

ヨ
ン
は
関
西
で
は
あ
ま
り
手
に
入
ら
な
い
こ
と
も
あ

り
、
北
野
町
・
異
人
館
倶
楽
部
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｉ
の

〃
メ
イ
デ
ュ
ー
″
に
は
噂
を
聞
き
つ
け
て
遠
方
か
ら

捜
し
に
来
る
人
も
い
る
そ
う
。
ア
ウ
ト
ド
ア
ラ
イ
フ

が
今
一
番
新
し
い
メ
ン
ズ
ス
タ
ィ
ル
、
冒
険
を
愛
す

る
魅
力
的
な
男
性
に
ぜ
ひ
オ
ス
ス
メ
し
ま
す
。

■
「
メ
イ
デ
ュ
ー
」
北
野
町
４
丁
目
１
１
吃
異
人
館

倶
楽
部
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｉ
・
２
Ｆ
雷
２
６
１
１
０
３

９
７

真
赤
な
リ
ボ
ン
に
飾
ら
れ
た
木
製
の
大
き
な
扉
を

閉
け
る
と
、
そ
こ
は
哩
月
狸
日
、
イ
ヴ
の
夜
。
カ
ー

ド
類
は
５
百
種
類
も
揃
い
、
ひ
い
ら
ぎ
の
模
様
の
入

っ
た
ネ
ク
タ
イ
や
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
く
つ
下
・
マ

フ
ラ
ー
と
い
っ
た
句
○
罰
輿
ョ
儲
グ
ッ
ズ
も
い

ろ
い
ろ
手
に
入
り
ま
す
。
今
年
は
特
に
リ
ー
ス
の
品

揃
え
が
豊
富
で
２
千
円
ぐ
ら
い
か
ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

リ
ー
ス
が
出
来
ま
す
。
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
星
・

リ
ボ
ン
・
ベ
ル
・
ス
ノ
ー
…
の
首
と
様
々
ｏ
ひ
と
味

違
っ
た
イ
ヴ
を
…
。

回
中
央
区
明
石
町
大
興
ビ
ル
－
Ｆ
Ⅷ
．
．
、
ｌ
酌
．
．

㈹
水
曜
定
休
宵
却
１
２
３
７
２
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☆
〃
魅
力
の
な
い
女
性
な
ん
て
、
一
人
も
い
な
い
〃

グ
レ
ー
ス
・
ケ
リ
ー
や
ベ
テ
ィ
・
フ
ォ
ー
ド
な
ど

☆
〃
魅
力
の
な
い
女
性
な
ん
て
、
一
人
も
い
な
い
〃

グ
レ
ー
ス
・
ケ
リ
ー
や
ベ
テ
ィ
・
フ
ォ
ー
ド
な
ど

店
〃
が
、
新
し
い
季
節
を
ひ
と
足
早
く
届
け
よ
う
と

店
〃
が
、
新
し
い
季
節
を
ひ
と
足
早
く
届
け
よ
う
と

皿
月
哩
・
璽
日
の
両
日
に
春
・
夏
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
を
行
な
っ
た
。
ダ
ニ
エ
ル
エ
シ
ュ
テ
ル
は
、
シ

ン
プ
ル
で
あ
り
な
が
ら
デ
ィ
テ
ー
ル
と
カ
ラ
ー
リ
ン

グ
で
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
を
つ
け
る
ベ
イ
シ
ッ
ク
な
ウ
ェ

ア
を
提
案
。
こ
の
春
・
夏
は
、
伽
感
覚
の
ポ
ー
ダ
ー

タ
イ
プ
と
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
し
や
す
い
ニ
ュ
ー
ポ

ー
ト
の
マ
リ
ン
ル
ッ
ク
が
主
流
。
お
気
に
入
り
の
ワ

ー
ド
ロ
ー
ブ
を
自
分
の
ク
ロ
ゼ
ッ
ト
か
ら
と
り
だ
す

よ
う
な
感
覚
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
…
。

図
中
央
区
北
野
町
３
１
１
１
１
茸
”
１
２
５
８
１

★
バ
リ
か
ら
の

オ
ン
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ

エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
北
野
町
に
オ
ー
プ
ン
し
て
３

年
。
北
野
の
代
表
的
な
メ
ン
ズ
シ
ョ
ッ
プ
の
ひ
と
つ

と
な
っ
た
〃
ダ
ニ
エ
ル
エ
シ
ュ
テ
ル
異
人
館
通

★
バ
リ
か
ら
の

オ
ン
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ

エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
北
野
町
に
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ョ
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・
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を
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西
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Ａ
Ｒ
Ｔ
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デ
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神戸開港1 2 0 年記念シリーズ
ー近代洋風建築を訪ねて一

☆婦人帽子

、、ＧＡｘ.､､〔雨、
マ鐸シ＞

神戸市中央区北良狭逝2 丁何6 - 1 3 念3 3 1 - 6 7 1 1

☆伝わる真どころ手づくりの風格因

あ 柴田音吉洋服店新港貿易会館）

睡
審 神戸市中央区元町通4 丁ロ2 - 2 2 垂3 4 ] - 0 6 9 3

（旧新港総合館）
写真／高橋裕嗣 ☆舶来品ブティック

ヱヌターニュートン
この建物は神戸税関の東、旧生糸検査所の

南に建ち、南西隅に玄関をもつ。
第一次世界大戦( 大３－７) の後に､ ヨーロッ
パで強烈な個性を発揮した表現主義建築が流
行した。ヨーロッパほど強烈ではないが、わ
が国の表現主義建築の代表は東京朝日新聞本
社（昭２．現存せず）であった。これに似た
モチーフを使っているのが、兵庫県設計の旧
県立神戸病院（現神戸大医学部附属病院）で
ある。新港貿易会館は、設計者も同じで年代
も近く、建物最頂部の大きく突き出したブロ
ッキング．コース、４階の窓下と１階の窓上
の庇などに表現主義的手法が伺える。階段室
の円形窓、腰壁の布目タイル､ 面格子､ 内部の

神戸市中央区北長狭通3 丁目1 2 - 1 4 念3 3 1 - 1 8 1 8

☆本格派の人々に愛される

☆欧風家具･ 設計･ 創作

神戸市中央区三富町3 丁月1 - 9 念3 3 1 - 5 1 9 0

★よろず御槻衣撰上虎

神戸シャツ
神戸市中央区三富町3 丁目1 - 6 五3 3 1 - 2 1 6 8

☆選りすぐった一点を…、

Sanoheステンド・グラスは昭和初期
の代表的スタイルである。 神戸市中央区元町通2 Ｔ目5 - 7 壷3 3 1 - 4 7 0 7

昭和９年竣工、鉄筋コンクリート造４階建て。設計・兵
庫県、施工者不詳。外装にこげ茶色のスクラッチタイル
内部のステンドグラスなど見所は多い。

永彊良介商店淫田清
<謹騨j職;:〉 神戸市中央区三富町3 丁目1 - 4 念3 9 1 - 3 7 3 7 ～９

※このシリーズは上記の専門店の提
供によるものです。
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時間/ 6 : 3 0 ｐｍ・より料金/ お1 人さま￥1 8 , 0 0 0

ｦ 8 8 ボートビアクリスマス

E 那一叩Z で画岡画面竺琶＝了画Ｌ１壷乙 ･ ■】 '1 2 / 2 5 s Ⅷお子さまクリスマス
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